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認知症には個人差があります
❶…症状※が多少見られるが、誰かが注意
していれば自立できる

❷…症状が見られ、介護が必要
❸…症状が頻繁に見られ、常に介護が必要
　※日常生活に支障をきたすような病状・行

動や意思疎通が困難な状態

45.9％

38.7％

15.4％

要介護認定者のうち
認知症の高齢者
10,251人
（H31.４.１現在）

●❶

●❷

●❸

注）日常生活が家庭内でも社会的にもほぼ自立している
　 状態の人は除いています

「認知症＝何もできない」
ではありません！

受け入れ、一緒に考える
　「認知症」と一言で言っても、症状や進行の早さなどは一人ひとりで 
違い、日によっても時間帯によってもできることは異なります。高齢
化が急速に進む今、できるだけ長くその人らしく生活できるように、
地域で認知症の人を支えようという官民の取り組みが進んでいます。 
　大切な人のその時のために、認知症を考え正しく理解しましょう。
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▲認知症の本人
としての思いを全
国で語る藤田さん

市
民
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認知症ケア専門士
佐藤庄吾さん
作業療法士として病
院に勤務する傍ら、
認知症のイベントを
企画しています

扌 市内のそれぞれの割合は…？

問長寿はつらつ課Ｔ39・2268

認知症への理解を深める
には、認知症の方の言葉
に耳を傾け、気持ちを考
える事が大切です。イベ 
ントを通じて「認知症で
も希望を持って暮らせる」 
ことを知ってもらいたい
です。
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症状は人それぞれ
悩みを抱え込まず、相談を

認知症の人を受け入れて
　「認知症＝何もできない」ではありません。症
状は人それぞれです。洗い物や掃除などの家事が
できたり、昔、自分が得意だったことができたり。
一人で暮らしている人もいます。
　これまで家族や地域を支えてきたみなさんは、認
知症になっても大切な存在のはず。できることを受
け入れ、時には助けてあげることで、今までどおり
の生活を少しでも長く続けられると思います。

早めに相談を
　お互いが相手を思いやる、支え合いの輪が地域
に広がっています。認知症の人も家族も、安心し
て周りを頼ってください。同じ悩みを持つ人同士
が、日頃の思いを話し合う機会や場所があります。
医療機関や市に相談することで、不安が和らぐか
もしれません。悩みを抱え込む前に、早めに相談
してください。

認知症の相談は各地域の“包括”へ
　「地域包括支援センター（包括）」は、市内
に11カ所ある高齢者の相談窓口です。近くの包
括は下記や市ホームページで紹介しています。

●高齢者基幹包括支援センター
Ｔ 89-7440

９月は世界アルツハイマー月間
認知症を知ろう！話そう！支えよう！

認知症地域フォーラムin長岡
「口から認知症を考えよう」
時９月１日㈰午後１時30分～３時30分　場リリッ
クホール　講東京都健康長寿医療センター歯科
口腔外科部長・平野浩彦さん　定600人先着　 
申８月１日㈭～30日㈮に長寿はつらつ課へ電話、 
Ｆ39・2603、Ｅメールhatsuratsu@city.nagaoka. 
lg.jp（氏名、電話番号、「９月１日フォーラム聴
講希望」と記載）で

ご家族のための認知症介護教室
「薬についてのＱ＆Ａ」
時９月11日㈬午後２時～３時30分　場さいわい
プラザ　講三島病院薬剤師・佐藤明子さん　申
９月10日㈫までに同病院Ｔ42・2311へ

認知症ブックフェア
　認知症の人が書いた本や認知症に関する本を
紹介します。
時９月１日㈰～29日㈰　場各図書館（南地域図
書館、大河津地区図書室は除く）　問中央図書
館Ｔ32・0658

オレンジカフェ
　認知症の人や家族などが集い交流す
る場です。市内に15カ所あります。場
所や催しなど詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

認知症サポーター養成講座
　受講した人は、
認知症の人や家
族を見守り、支
える「認知症サ
ポーター」にな
り、その証とし
てオレンジリング（写真）を渡します。
時①９月18日㈬午前10時～11時30分②28日㈯午
前10時30分～11時30分、午後２時～３時　場①
さいわいプラザ②アオーレ長岡　問高齢者基幹
包括支援センター

※時・場などの略字の見方は21ページをご覧ください
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認知症の人や家族と地
域の支援機関のつなぎ
役として活動

認知症地域支援推進員
塚越智子さん


